
１　学習の到達目標
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令和８年度　　　　　理科　　「化学」シラバス

教科書

単元名

第１章
物質の状態と平衡

化学的な事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験などを行うことなどを通して、化学
的な事象・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のように育成することを目指す。
（1）化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身につけ
るようにする。
（2）観察、実験などを行い、化学的に探究する力を養う。
（3）化学的な事物・事象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

評価の材料等

中間考査

単位数

期末考査

第
１
学
期

第３章
無機物質

第４章
有機化合物

第２章
物質の変化と平衡

学習内容や学習活動

４単位 学科・学年・学級 普通科・３年・１２５組

副教材等 セミナー化学基礎＋化学　第一学習社化学703 「化学 academia」  実教出版

１節
　状態変化
２節
　固体の構造
３節
　気体の性質
４節
　溶液

気体、液体、固体の性質を観察、実験などを通して探究
し、物質の状態変化、状態間の平衡、溶解平衡および溶液
の性質について理解する。
物質の沸点、融点を分子間力や化学結合と関連させて理解
する。
結晶格子の概念および結晶の構造を理解する。
気体の体積と圧力や温度との関係を理解する。
溶液のしくみ、溶解度を溶解平衡と関連づけて理解する。
身近な現象を通して溶媒と溶液の違いを理解する。

課題レポート
考査
観察等

学習項目 学習内容や学習活動

序章 化学は物質を対象とする学問であること理解する。生活と
化学の関わり、化学による物質の探究、これからの化学に
関して興味関心を深めていく。

評価の材料等

第
2
学
期

単元名 学習項目

１節
　化学反応と熱・光エネル
ギー
２節
　化学反応と電気エネル
ギー
３節
　反応の速さとしくみ
４節
　化学平衡

化学反応における熱および光の発生や吸収は、反応の前後
における物質のもつ化学エネルギーの差から生じることを
理解する。
外部から加えられた電気エネルギーによって、電極で酸化
還元反応が起こることを理解する。その反応に関与した変
化量と電気量との関係を理解する。
電池は酸化還元反応によって電気エネルギーを取り出すし
くみであることを理解する。
反応速度の表し方および反応速度に影響を与える要因を理
解する。
可逆反応、化学平衡および化学平衡の移動を理解する。
水のイオン積、ｐH、弱酸、弱塩基の電離平衡、溶解度積
について理解する。

課題レポート
考査
観察等

１節
　元素と周期表
２節
　非金属元素
３節
　典型金属元素
４節
　遷移元素
　
１節
　有機化合物とその構造
２節
　脂肪族炭化水素
３節
　酸素を含む脂肪族化合物

非金属元素の単体と化合物の性質や反応を周期表と
関連させ理解する。金属元素の単体と化合物の性質
や反応について理解する。

有機化合物の性質や反応を観察、実験などを通して
探究し、有機化合物の分類と特徴を理解する。
脂肪族炭化水素の性質や反応を構造と関連して理解
する。
酸素を含む脂肪族炭化水素の性質や反応について理
解する。

課題レポート
考査
観察等
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３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身に付けるためのアドバイス、授業を受けるに当たって守ってほしい事項など）

中間考査

　提示された評価材料を元に、評価基準にしたがい、知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度の3観点の
評価から総合的に評価する。

　・予習復習も授業も大切。
　・実験は全員で協力して安全に行う。

第
3
学
期 課題レポート

観察等

主体的に学習に
取り組む態度

化学的な事物・現象についての観察、実験などを行うことを通して、化学の基本的な概念や原理・法
則の理解を図るとともに、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けて
いるか。

化学的な事物・現象を対象に、探究の過程を通して、情報の収集、仮設の設定、実験の計画、実験に
よる検証、実験データの分析・解釈などの探究の方法を習得しているか。また、報告書を作成したり
発表したりして、科学的に探究する力を身に付けているか。

化学的な事物・現象に対して主体的に関わり、それらに対する気付きから課題を設定し解決しようと
する態度など、科学的に探究しようとする態度を身に付けているか。

期末考査

思考・判断・表現

知識・技能

終章 化学が果たしてきた役割として、無機物質、有機化
合物および高分子化合物がそれぞれの特徴を生かし
て人間生活の中で利用されていることを理解する。
化学の成果がさまざまな分野で利用され、未来を気
付く新しい科学技術の基盤となっていることを理解
する。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

第
2
学
期

第５章
高分子化合物

第４章
有機化合物

４節
　芳香族化合物

１節
　高分子化合物
２節
　天然高分子化合物
３節
　合成高分子化合物

芳香族化合物の構造、性質および反応について理解
する。
有機化合物が、その特徴を生かして人間生活の中で
利用されていることを理解する。
有機化合物の性質と利用に関して探究活動を行い、
理解を深めるとともに化学的に探究する能力を高め
る。高分子化合物の性質や反応を観察、実験を通し
て探究し、その特徴を理解する。
天然高分子化合物の構造や性質について理解する。
合成高分子化合物の構造や性質について理解する。

課題レポート
考査
観察等


